
                            

      

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

伴
い
３
月
か
ら
自
粛
し
て
い
た
歴

史
ハ
イ
キ
ン
グ
を
久
し
ぶ
り
に
開

催
し
ま
し
た
。 

好
天
に
恵
ま
れ
久
し
ぶ
り
と
い

う
こ
と
も
あ
り
参
加
者
４
３
名
の

大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。 

集
合
場
所
の
Ｊ
Ｒ
山
科
駅
前
で

ハ
イ
キ
ン
グ
の
概
要
と
行
動
中
の

注
意
事
項
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
恒
例
の
「
井
内
講
座
」
を

行
い
、
井
内
さ
ん
の
「
花
街
か
ら

の
ク
イ
ズ
」
の
出
題
と
解
答
、
そ

し
て
正
解
者
へ
記
念
品
の
贈
呈
を

行
い
ま
し
た
。 

九
時
十
五
分
、
山
科
駅
前
を
２

班
に
分
か
れ
て
出
発
し
ま
し
た
。 

 

徳
林
庵
（
山
科
地
蔵
） 

ハ
イ
キ
ン
グ
の
初
め
に
徳
林
庵

に
向
か
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
山
科

地
蔵
と
も
い
わ
れ
京
都
六
地
蔵
巡 

      

り
の
霊
場
で
す
。
小
野
篁
作
の

地
蔵
菩
薩
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
例
会
の
無
事
故
を
祈
念
し
ま

し
た
。
こ
こ
は
飛
脚
遺
跡
も
あ

り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
飛
脚
の

休
憩
場
所
で
し
た
。
牛
や
馬
が

の
ど
を
潤
し
た
井
筒
に
は
「
丸

に
通
」（
日
通
の
マ
ー
ク
）
が
掘

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

五
条
別
れ
道
標 

 

こ
こ
か
ら
旧
三
条
通
（
旧
東

海
道
）
を
西
へ
向
か
い
ま
す
。 

し
ば
ら
く
す
る
と
五
条
別
れ

で
す
。
こ
の
分
岐
を
南
へ
行
き

渋
谷
街
道
と
合
流
し
京
の
五
条

方
面
へ
行
け
ま
す
。
京
都
市
指

定
・
登
録
文
化
財
の
道
標
が
建

っ
て
い
ま
す
。 

旧
三
条
通
を
西
に
行
く
と
三

条
通
と
合
流
し
、
天
智
天
皇
陵

の
参
道
口
に
つ
き
ま
す
。 

日
時
計
（
天
智
天
皇
陵
） 

こ
こ
に
時
刻
を
制
定
し
た
天

智
天
皇
（
三
十
八
代
）
に
ち
な

ん
だ
日
時
計
が
あ
り
ま
す
。 

 

京
阪
電
車
の
跡
地
公
園
を

通
っ
て
日
ノ
岡
峠
越
え 

 

日
時
計
の
向
い
の
京
阪
電

車
の
跡
地
公
園
を
少
し
進
み
旧

東
海
道
に
入
り
ま
す
。
か
つ
て

山
科
か
ら
京
へ
の
最
後
の
難
所

日
ノ
岡
峠
へ
続
く
上
り
坂
で
す
。

国
道
改
良
工
事
な
ど
で
掘
り
下

げ
等
が
行
わ
れ
日
ノ
岡
峠
は
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
街
道
の

急
坂
と
亀
の
水
不
動
に
当
時
の

名
残
を
感
じ
ま
す
。 

 

亀
の
水
不
動 

痛
ん
だ
街
道
を
木
食
正
禅
上

人
が
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）

に
改
修
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、木
食
正
禅
上
人
は
、

井
戸
を
掘
り
、
水
を
亀
の
口
よ

り
落
と
し
て
、
旅
人
や
牛
馬
の

乾
き
を
潤
し
た
り
、
石
の
竈
を

設
け
て
湯
茶
の
接
待
を
し
た
り

し
ま
し
た
。 

酔
芙
蓉
（
大
乗
寺
） 

亀
の
水
不
動
の
隣
に
あ
る
大

乗
寺
の
酔
芙
蓉
を
見
学
し
ま
し

た
。 法

華
宗
で
、
縁
起
は
古
く
三

〇
〇
年
以
上
前
に
遡
り
ま
す
。

一
九
九
三
年
現
住
職
の
着
任
以

来
整
備
し
た
、
千
三
〇
〇
本
以

上
の
酔
芙
蓉
が
ち
ょ
う
ど
、
境

内
に
咲
き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

ト
イ
レ
休
憩
の
た
め
一
旦
旧

東
海
道
を
離
れ
ま
し
た
。 

 

粟
田
口
刑
場
名
号
碑
・
京
津

国
道
改
良
工
事
記
念
碑 

三
条
通
の
コ
ン
ビ
ニ
の
向
か

い
に
名
号
碑
と
記
念
碑
は
あ
り

ま
す
。 

粟
田
口
刑
場
で
処
刑
さ
れ
た

罪
人
を
供
養
す
る
た
め
宗
教
者

に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
粟
田
口

刑
場
名
号
碑
が
昭
和
八
年
の
国

道
改
修
で
発
掘
さ
れ
こ
の
地
に

建
立
さ
れ
ま
し
た
。 

京
津
国
道
改
良
工
事
記
念
碑

の
三
段
の
基
壇
に
は
旧
東
海
道

の
車
石
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

三
条
方
面
へ
進
み
ま
す
。 

 

２０２０.1２.２０

第１５０号

歴史グループ早雲

代表 井上一夫
h
ttp

://so
u
u
n
.d

a
a
h

ttp
://so

u
u
n
.d

a
a
 

 
第
一
六
六
回 

歴
史
ハ
イ
キ
ン
グ 

報
告 

 旧
東
海
道
を
歩
く
（
山
科
～
三
条
大
橋
） 

 

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
１
０
月
２
５
日
（
日
） 



車
石
広
場 

坂
を
上
り
旧
東
海
道
の
合
流

地
点
に
車
石
広
場
は
あ
り
ま
す
。 

東
海
道 
大
津
・
京
都
間 

三
里（
約
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

の
道
に
は
、
花
崗
岩
の
厚
板
石

が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
が
車
石
で
、
溝
は
牛
車
の

頻
繁
な
通
行
に
よ
っ
て
擦
り
削

ら
れ
て
で
き
た
も
の
で
す
。 

文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
に

は
車
石
敷
設
工
事
が
行
わ
れ
、

歩
車
分
離
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。 

 

粟
田
口
刑
場
跡 

車
石
広
場
か
ら
三
条
方
面
へ

行
く
と
直
ぐ
到
着
し
ま
す
。 

古
来
、
都
と
郊
外
の
境
界
に

位
置
す
る
こ
の
地
に
は
、
公
開

処
刑
場
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
江
戸
時
代
に
は
、
粟
田
口

（
日
岡
）
刑
場
と
し
て
、
こ
の

地
で
磔
、
獄
門
、
火
刑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
刑
場
を
除
く
山
裾

に
は
、
刑
死
者
の
霊
を
弔
い
慰

め
、
供
養
す
る
宗
教
者
に
よ
っ

て
何
基
も
の
供
養
塔
が
建
て
ら

れ
ま
し
た
。 

義
経
地
蔵 

蹴
上
駅
の
手
前
か
ら
山
手
に
入

り
義
経
地
蔵
へ
向
か
い
ま
す
。 

蹴
上
の
名
の
由
来
と
な
っ
た
一

つ
に
、
奥
州
へ
旅
立
と
う
と
し
た

義
経
に
平
氏
の
武
者
の
馬
が
水
を

蹴
り
上
げ
て
衣
装
を
汚
し
て
し
ま

っ
た
。
非
礼
を
謝
ら
な
い
武
者
を

殺
し
て
し
ま
っ
た
義
経
が
短
慮
を

悔
や
み
建
立
し
た
九
体
の
地
蔵
の

内
の
一
体
と
い
う
こ
と
で
す
。 

我
々
は
こ
こ
で
昼
休
憩
を
と
り

集
合
写
真
撮
影
後
イ
ン
ク
ラ
イ
ン

を
下
り
ね
じ
り
ま
ん
ぽ
へ
向
か
い

ま
し
た
。 

 

ね
じ
り
ま
ん
ぽ 

「
ね
じ
り
ま
ん
ぽ
」
は
三
条
通

か
ら
南
禅
寺
へ
向
か
う
道
路
の
造

成
に
伴
っ
て
建
設
さ
れ
、
明
治
二

十
一
（
一
八
八
八
）
年
六
月
に
完

成
し
ま
し
た
。高
さ
三
メ
ー
ト
ル
、

幅
約
二
・
六
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
十

八
メ
ー
ト
ル
。「
ま
ん
ぽ
」
と
は
ト

ン
ネ
ル
を
意
味
す
る
古
い
言
葉
で

す
。
ト
ン
ネ
ル
の
上
部
に
敷
設
さ

れ
た
、
台
車
に
載
っ
た
船
が
行
き

交
う
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
の
重
さ
に
耐

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
内
壁
の
レ

ン
ガ
は
斜
め
に
巻
か
れ
、
ト
ン

ネ
ル
は
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
と
直
角

で
は
な
く
斜
め
に
掘
ら
れ
て
い

ま
す 

 

ね
じ
り
ま
ん
ぽ
か
ら
疏
水
記

念
館
で
ト
イ
レ
タ
イ
ム
を
取
り

再
び
三
条
通
に
戻
り
ま
す
。
蹴

上
発
電
所
を
越
え
た
辺
り
か
ら

右
に
入
る
細
い
道
が
旧
東
海
道

で
す
。
神
宮
道
ま
で
進
み
、
三

条
通
へ
戻
り
ま
し
た
。 

 

三
条
通
の
南
側
を
歩
い
て
い

る
と
坂
本
龍
馬
お
龍
「
結
婚
式

場
」
跡
の
碑
と
解
説
版
が
あ
り

ま
す
。 

 

坂
本
龍
馬
お
龍 

 
 

 

「
結
婚
式
場
」
跡 

当
時
は
青
蓮
院
の
旧
境
内
で
、

そ
の
塔
頭
金
蔵
寺
跡
で
す
。 

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
八

月
初
旬
、
当
地
本
堂
で
、
坂
本

龍
馬
と
妻
お
龍
（
鞆
）
は
「
内

祝
言
」、す
な
わ
ち
内
々
の
結
婚

式
を
し
ま
し
た
。
次
の
目
的
地

の
白
川
橋
道
標
と
明
智
光
秀
の

塚
は
も
う
少
し
で
す
。 

三
条
通
白
川
橋
道
標 

京
都
に
お
け
る
現
存
最
古
の
道

標
。
碑
文
は
、【
北
】
三
条
通
白

川
橋
、【
東
】
是
よ
り
ひ
だ
り
ち

お
ん
ゐ
ん 

 

ぎ
お
ん 

き
よ

水
み
ち 

【
南
】
延
宝
六
戊
午

三
月
吉
日
、
京
都
為
無
案
内
旅

人
立
之 

施
主 

為
二
世
安
楽 

京
都
市
指
定
・
登
録
文
化
財 

 

明
智
光
秀
の
塚 

天
正
一
〇
年（
一
五
八
二
年
）、

本
能
寺
に
い
た
主
君
の
織
田
信

長
を
急
襲
し
た
明
智
光
秀
は
、

す
ぐ
後
の
山
崎
（
天
王
山
）
の

戦
い
で
羽
柴
秀
吉（
豊
臣
秀
吉
）

に
敗
れ
、
近
江
の
坂
本
城
へ
逃

れ
る
途
中
、
小
栗
栖
の
竹
藪
で

農
民
に
襲
わ
れ
て
自
刃
、
最
後

を
遂
げ
た
と
言
わ
れ
る
。 

家
来

が
、
光
秀
の
首
を
落
と
し
、
知

恩
院
の
近
く
ま
で
き
た
が
、
夜

が
明
け
た
た
め
、
こ
の
地
に
首

を
埋
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

明
智
光
秀
の
塚
が
本
日
の
最

終
見
学
地
で
す
。
ゴ
ー
ル
の
三

条
大
橋
を
目
指
し
ま
す
。 

 

京
・
三
条
大
橋 

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）

に
豊
臣
秀
吉
が
大
改
修
し
た
時

の
銘
入
り
擬
宝
珠
が
残
り
木
造

欄
干
と
と
も
に
威
容
を
誇
り
ま

す
。 

  

今
回
は
旧
東
海
道
を
山
科
か

ら
三
条
大
橋
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

特
定
の
時
代
や
テ
ー
マ
を
限
定

せ
ず
物
見
遊
山
の
旅
気
分
が
味

わ
え
れ
ば
い
い
な
と
計
画
し
ま

し
た
。
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ

う
か
。 

 

下
調
べ
で
徳
林
庵
の
日
通
マ

ー
ク
の
謎
、
五
条
別
れ
は
何
処

へ
通
じ
て
い
る
の
、
粟
田
口
刑

場
は
何
処
、
義
経
地
蔵
な
ど
普

段
気
に
も
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し

か
っ
た
で
す
。 

 

今
回
は
４
３
名
の
参
加
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
大
人
数
に
行
き
届
か
な

い
点
が
多
々
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 



徳
林
庵
（
山
科
地
蔵
） 

 

 

飛
脚
遺
跡 

 

 

（
掲
載
し
て
い
る
写
真
の
一
部

に
参
加
の
方
の
写
真
を
使
用
し

て
い
ま
す
。） 

五
条
別
れ
道
標 

 

   

日
時
計
（
天
智
天
皇
陵
） 

 

   

亀
の
水
不
動 

 

   

酔
芙
蓉
（
大
乗
寺
） 

 

  

粟
田
口
名
号
碑 

 

京
津
国
道
改
良
工
事
記
念
碑 

 

車
石
広
場 

 

粟
田
口
刑
場
跡
付
近 

 

義
経
地
蔵 

 

龍
馬
・
御
龍
結
婚
式
場
跡 

 



  

 

Ｈ 

・ 

Ｍ 

Ｎ 

 

山
寺
に
佇
む
あ
し
た
酔
芙
蓉 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 

 

ま
さ
に
菊
日
和
の
本
日
、
久

し
ぶ
り
の
歴
史
ハ
イ
キ
ン
グ
に

多
く
の
皆
様
と
参
加
し
、
楽
し

い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
最
初
に
訪
れ
た
山
科

地
蔵
は
”
京
都
六
地
蔵
”
の
一

つ
。
東
京
勤
務
時
代
に
”
江
戸

六
地
蔵
”
を
巡
り
ま
し
た
が
、

寡
聞
し
て
”
京
都
六
地
蔵
”
が

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。 ま

た
、
昼
食
後
訪
れ
た
「
琵

琶
湖
疎
水
博
物
館
」も
初
訪
問
。

こ
れ
ま
で
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
周
辺

に
何
度
も
来
た
こ
と
が
あ
る
の

に
気
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

し
て
最
後
に
訪
ね
た
「
明
智
光

秀
の
首
塚
」
の
存
在
も
初
め
て

知
り
、
”
蹴
上
”
の
語
源
も
含

め
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が 

 

 

 

出
来
非
常
に
実
り
の
多
い
ハ
イ
キ

ン
グ
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
ご

準
備
し
て
い
た
だ
い
た
会
長
を
は

じ
め
お
世
話
い
た
だ
い
た
方
々
に

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
◇
◇
◇ Ｋ 

・ 

Ｍ 

待
っ
て
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の

歴
史
ハ
イ
キ
ン
グ
。
祝
福
す
る
よ

う
な
好
天
気
に
恵
ま
れ
山
科
か
ら

三
条
大
橋
ま
で
、
本
当
に
気
持
ち

良
か
っ
た
で
す
。
旧
東
海
道
を
歩

く
と
い
う
の
は
い
つ
も
心
躍
り
ま

す
。
ず
っ
と
以
前
や
は
り
歴
史
ハ

イ
キ
ン
グ
で
巡
っ
た
と
こ
ろ
も
懐

か
し
く
京
都
な
ら
で
は
の
イ
ン
ク

ラ
イ
ン
で
は
結
婚
の
前
撮
り
で
し

ょ
か
三
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
見
れ
ま

し
た
。
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
な
の
で

す
ね
。
お
世
話
下
さ
っ
た
皆
様
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

◇
◇
◇
◇ Ｒ 

・ 

Ｙ 

天
気
も
良
く
、
本
当
に
ハ
イ
キ

ン
グ
日
和
り
で
、
ま
た
、
み
ん
な

と
久
し
ぶ
り
に
会
え
た
の
は
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
説
明
も

良
く
分
か
り
、
勉
強
に
な
り
ま

す
。
帰
っ
て
か
ら
レ
ジ
メ
を
き

ち
ん
と
読
み
ま
し
た
。
こ
れ
を

そ
の
場
で
ち
ゃ
ん
と
読
め
ば
と

思
い
ま
し
た
。よ
く
理
解
で
き
、

歴
史
に
興
味
を
持
て
ま
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

感
謝
！
感
謝
❣ 

◇
◇
◇
◇ 

 
 

Ｈ 

・ 

Ｍ 

Ｏ 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
い
、
自
粛
し

て
い
た
歴
史
ハ
イ
キ
ン
グ
、
前

倒
し
の
十
月
の
開
催
は
正
解
で
、

好
天
に
も
恵
ま
れ
、
新
参
加
者

も
含
め
四
十
名
を
も
超
し
、
久

し
振
り
に
元
気
な
皆
さ
ん
に
会

え
て
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。 

 
井
ノ
内
さ
ん
の
ユ
ニ
ー
ク
で

難
解
な
ク
イ
ズ
を
皮
切
り
に
、

四
宮
山
科
地
蔵
四
宮
の
地
名
は

仁
明
天
皇
の
第
四
皇
子
に
因
む

と
い
う
事
を
は
じ
め
知
っ
た
。 

五
条
別
れ
道
標
（
江
戸
時
代
大

名
行
列
が
京
都
に
入
れ
な
か
っ

た
理
由
）
や
京
阪
旧
線
路
跡
、

難
所
の
日
ノ
岡
峠
、車
石
広
場
、

粟
田
口
刑
場
跡
、
ね
じ
り
マ
ン

ボ
、
「
蹴
上
」
の
名
称
由
来
、

龍
馬
・
お
龍
「
結
婚
式
場
」
跡
、

明
智
光
秀
の
首
塚
、
等
々 

普
段
訪
れ
る
こ
と
の
な
い
、
隠

れ
た
名
所
。 

 

さ
す
が
、
京
都
「
早
雲
」
歴

史
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ら
で
・・・・・・ 

今
後
と
も
大
い
に
期
待
し
て
お

り
ま
す
‼l 

 

◆
井
内
講
座
◆ 

花
街
か
ら
の
ク
イ
ズ 

 

問
題
１ 

京
都
に
は
現
在
五
花
街
と
称

さ
れ
る
花
街
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
こ
の
五
花
街
に
嶋
原
を
入
れ

て
六
花
街
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

さ
て
こ
の
五
花
街
は
、上
七
軒
、

祇
園
甲
部
、
祇
園
東
（
祇
園
乙

部
）、先
斗
町
と
あ
と
１
カ
所
の

花
街
は
ど
こ
で
し
ょ
う
？ 

問
題
２ 

２
月
３
日
の
節
分
の
日
に
は
、

花
街
で
は
夜
に
な
る
と
あ
る
行

事
が
行
わ
れ
ま
す
。
若
い
芸
奴

さ
ん
が
グ
ル
ー
プ
で
仮
装
し
て

お
座
敷
を
ま
わ
り
ま
す
。
さ
て

こ
れ
を
何
と
言
う
の
で
し
ょ
う

か
？ 

問
題
３ 

八
坂
神
社
の
あ
る
四
条
通
り

を
歩
い
て
い
る
と
昼
間
か
ら
舞

奴
姿
の
女
性
に
出
会
う
こ
と
が

あ
り
、
観
光
客
が
熱
心
に
カ
メ

ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
様
な
舞
奴
さ
ん
の

ほ
と
ん
ど
は
偽
舞
奴
、
ま
た
は

観
光
舞
奴
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

所
謂
変
身
で
す
。 

そ
れ
で
は
次
の
文
章
を
見
て

く
だ
さ
い
。「
ぶ
ら
ぶ
ら
（
か
ん

ざ
し
の
事
）
を
下
げ
た
１
年
未

満
の
幼
い
舞
奴
さ
ん
で
す
が
、

上
下
に
塗
っ
た
紅
い
唇
か
ら
少

し
見
え
る
白
い
歯
が
と
て
も
魅

力
的
で
す
。」さ
て
こ
の
文
章
は

間
違
っ
て
い
ま
す
。
ど
こ
が
間

違
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？ 

問
題
４ 

さ
て
舞
奴
さ
ん
も
二
十
歳
こ

ろ
に
な
る
と
、
そ
の
ま
ま
芸
奴

さ
ん
に
な
る
か
、
花
街
を
去
る

か
を
決
め
る
時
期
に
な
り
ま
す
。

一 

口 

感 

想 
 



芸
奴
さ
ん
に
な
る
こ
と
を
自
前

（
一
本
立
ち
）と
言
い
ま
す
が
、

舞
奴
さ
ん
が
芸
奴
さ
ん
に
な
る

こ
と
を
花
街
で
は
何
と
言
う
で

し
ょ
う
か
？ 

問
題
５ 

芸
奴
さ
ん
に
は
２
種
類
あ
り

ま
し
て
、
立
方
、
地
方
に
分
か

れ
ま
す
。
舞
踊
を
主
と
す
る
立

方
と
唄
・
三
味
線
・
鳴
物
等
の

演
奏
を
受
け
持
つ
の
が
地
方
で

す
。
さ
て
こ
の
五
花
街
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
踊
り
の
流
儀
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
で
は
祇
園
甲
部
は

何
流
の
踊
り
で
し
ょ
う
か
？ 

問
題
６ 

置
屋
と
は
日
本
で
芸
者
や
遊

女
を
抱
え
て
い
る
家
の
事
で
あ

る
。
芸
者
置
屋
、
芸
者
屋
な
ど

と
も
呼
ば
れ
、
こ
れ
に
料
理
を

用
意
す
る
料
理
屋
、
場
所
を
貸

す
待
合
茶
屋
や
貸
座
敷
を
加
え

て
（ 

 

）
と
い
い
、
通
常
同

一
地
区
内
に
（ 

 

）
で
組
織

を
作
り
、
そ
れ
を
（ 

 

）
組

合
と
い
い
ま
す
。
さ
て
（ 

 

）

に
入
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
？ 

◇
お
知
ら
せ
◇ 

歴
史
グ
ル
ー
プ
早
雲
の
運
営
に

関
す
る
大
切
な
お
知
ら
せ
で
す
。 

 

① 

雨
天
中
止
の
判
断 

次
回
の
例
会
か
ら
、 

例
会
当
日
、
午
前
７
時
前
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
「
お
は
よ

う
関
西
」
の
天
気
予
報
で
、
例
会

目
的
地
（
例
会
散
策
の
地
域
）
の

降
水
確
率
が
、
午
前
中
６
０
％
以

上
の
場
合
は
、
中
止
し
ま
す
。 

参
加
者
へ
個
別
に
連
絡
し
ま
せ

ん
の
で
、
天
気
予
報
で
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 ② 

障
害
保
険
に
つ
い
て 

例
会
参
加
費
の
中
に
傷
害
保
険

料
を
含
ん
で
い
ま
す
。 

万
一
、
障
害
事
故
等
発
生
し
た

場
合
、
社
会
福
祉
法
人
京
都
府
社

会
福
祉
協
議
会「
福
祉
行
事
保
険
」

の
事
故
補
償
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

を
ご
承
知
下
さ
い
。 

   

事
前
申
し
込
み
の
お
願
い
。 

な
お
、
保
険
加
入
に
参
加
者

名
簿
の
作
成
が
必
要
で
す
。
例

会
ま
で
に
参
加
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 

③ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
予
防
や
拡
大
防
止 

次
の
事
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。 

・
参
加
事
前
に
体
温
を
測
定
し

高
温
（
３
７
℃
以
上
）
や
体
調

不
良
の
場
合
は
参
加
し
な
い
で

下
さ
い
。 

・
マ
ス
ク
を
着
用
し､

３
密(

密

集､

密
着､

密
閉)

に
な
る
行
動･

環
境
を
避
け
て
下
さ
い
。 

・
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
手
指
の

消
毒
や
こ
ま
め
な
手
洗
い
を
お

願
い
し
ま
す
。 

・
接
触
知
人､

友
人
や
同
居
家
族

に
感
染
を
疑
わ
せ
る
人
が
有
れ

ば､

参
加
し
な
い
で
下
さ
い
。 

 

④ 

ス
タ
ッ
フ
募
集
中 

 

早
雲
で
は
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

し
て
い
ま
す
。宜
し
か
っ
た
ら
、 

 

御
声
掛
け
く
だ
さ
い
。 

 

◇
近
況
報
告
◇ 

Ｈ 

・ 

Ｍ 

Ｎ  

「
山
頂
に
残
る
石
垣
う
す 

 

紅
葉
」 

 
 

 
 

 

 

後
３
日
で
神
無
月
が
終
わ
り

ま
す
。
日
毎
に
朝
夕
冷
え
込
む

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今

朝
の
「d

e

愛
広
場
」
の
気
温

は
９
．
４
度
。
さ
て
、
秋
晴
れ

の
昨
日
紅
葉
し
始
め
た
大
和
路

の
城
跡
を
巡
り
ま
し
た
。 

訪
問
先
：
宇
陀
松
山
城
・ 

石

打
城
・
柳
生
古
城
・
柳
生
城
・

柳
生
陣
屋
・
芳
徳
寺
・
多
聞
城  

多
聞
城
跡
（
萬
木
氏
撮
影
） 

【
編
集
後
記
】 

 

歴
史
ハ
イ
キ
ン
グ
再
開
を
喜

ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

歴
史
ハ
イ
キ
ン
グ
を
計
画
し

て
い
て
３
つ
（
天
気
・
ト
イ
レ
・

事
故
）
の
心
配
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
歩
車
道
が
分
離
し
て
い

な
い
狭
い
道
路
を
歩
く
の
で
交

通
事
故
が
一
番
心
配
で
し
た
。

事
故
も
な
く
終
了
で
き
て
ほ
っ

と
し
て
い
ま
す
。 

 

色
々
工
夫
し
た
も
の
の
思
い

通
り
に
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

長
く
無
事
故
で
早
雲
を
続
け

て
い
く
た
め
皆
さ
ん
の
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◆
井
内
講
座
◆
解
答 

問
題
１ 

宮
川
町 

問
題
２ 

お
化
け 

問
題
３ 

下
唇
に
し
か
口
紅

を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。 

問
題
４ 

襟
替
え 

問
題
５ 

井
上
流 

問
題
６ 

三
業 


